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今世紀末の全世界における経済損失は
無策で5％以上，最良でもGDP比1％に及ぶ

Takakura et al. (Nature Climate Change 2019)
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日本のGDP: 500兆/年 人命含まれず

https://www.u-tokyo.ac.jp/focus/ja/press/z2101_00007.html
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温暖化を抑制するために

◆大気中のCO2を減らす必要

◆排出抑制だけでは濃度は下がらない

◆海に吸収させる，ブルーカーボンの活用

◆大気から別の場所に移動させる（例え
ば吸収源）が重要

◆森林に吸収させ，樹木内に炭素を貯蔵

ブルーカーボンとはブルーカーボンに関する国内外の動向



大気中のCO2を除去する技術
ブルーカーボンはもっとも総合評価が高い？

ICEF 
(2018)
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ブルーカーボン
大気中の二酸化炭素が海に吸収され，
海底や水中生物などに貯蔵された炭素

ブルーカーボンとはブルーカーボンに関する国内外の動向



◆ ブルーカーボン：海洋生物によって取り込まれた炭素（cf. グリーンカーボン）

◆ 海底に堆積した炭素は，なかなか分解されず，数千年間保存される

◆ 浅い海域（海洋全体の<1%）の海底で貯留されるブルーカーボンは，海洋全体の
約80%

Kuwae & Hori 
eds (2019)

堀・桑江 編著
(2017)
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貯留= 除去とみなす
しかしMissing sink あり

ブルーカーボンに関する国内外の動向



炭素の貯留場所は独特

桑江ほか（土木学会論文集 2019）
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森林と海との比較
森林 海

計測 比較的容易 難しい

ブルーカーボンに関する国内外の動向



浅海生態系（マングローブ，湿地・干潟，海草
藻場，海藻藻場）とその他の吸収源との比較

桑江ほか（土木学会論文集 2019）

◆ 既往文献をベース
にデータ解析

◆ 森林の目標は
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132万トンCO2/年

藻場が主要な吸収源

桑江ほか（土木学会論文集 2019）
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百万トンC/年
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地球全体における各沿岸生態系の年間吸収量

Kuwae & Hori eds 
(2019)
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Hoegh-Guldberg et al. (Science 2019)

海洋を活用したCO2削減
吸収のポテンシャル
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カーボンゼロを目指す

→残余排出を打ち消す

→吸収・除去技術が必須

ブルーカーボンに関する国内外の動向ブルーカーボンに関する国内外の動向



カーボンゼロやマイナスを目指す企業

ブルーカーボンに関する国内外の動向

国内200社以上（2021年時点，経産省資料）
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ボランティアベース
の自然再生活動は
持続可能ではない

活動主体に資金が環流する仕組みが必要

◆ 海辺の環境活動（保全，移植，種付けと収穫，清掃，教育
など）は，小規模の市民団体やNPO法人などによって支え
られている場合が多い

◆ 活動の維持や拡大のうえでのボトルネックの1つは資金

◆ 2050年ネットゼロには，税金以外の新たな資金導入，企業
や大規模団体の参画が不可欠

https://yokohama-
kanazawakanko.com/2019/04/01/20190
4event207/
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社会実装する
→ヒト・モノ・
カネ・シクミ

ブルーカーボンに関する国内外の動向



https://www.blueeconomy.jp/

◆次世代以降も持続的に海から恵みを受けられるようにする，新たな方法や
技術の開発

◆国の認可のもと，企業，自治体，NPO，漁協をはじめ，各法人や各団体の
皆様と対等な立場，異業種連携

◆科学技術的な根拠，数値，経済価値，具体的手法によってニーズに応える

ニーズ

【NPO】地元の海での環境活動を全国に知ってもらい，活動資金を得たい

【企業】ESG関連の非財務情報：自社における取り組みを数値化（KPI）し
たい， 自社のSBTやゼロエミ達成にBCを活用したい

【教育】目の前の海岸や岸壁に育っている海藻が，どのくらい二酸化炭素を
吸収しているか調べる方法を知りたい

ジャパンブルーエコノミー技術研究組合（JBE）

シクミ

https://www.blueeconomy.jp/


・CO2を間接的に削減
・海洋環境改善活動の支援

⇒社会貢献による組織価値
向上

企業・団体等
（クレジット購入者）

・活動資金の確保
・社会的認知度の向上

⇒取り組み活性化・持続可
能性の向上

カーボンオフセット
（埋め合わせ）

ＮＰＯ・市民団体等
（クレジット創出者）

排出量の把握
▼

削減努力
▼

どうしても減らせない
排出量 削減・吸収

ゼロエミ目標

運営事務局

公的性
中立性

第三者機関
審査認証委員会

新たな資金メカニズム導入

カネ
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◆我が国のNDC達成に資するクレジット

◆Ｊークレジットによらない吸収・除去系の
ボランタリークレジット（DAC, JBCなど
方法論開発中）

◆環境と経済の好循環に寄与する国内外のボ
ランタリークレジット

◆世界全体のでの排出削減に資するクレジッ
ト，地域への貢献，個人の行動変容（自治
体による発行，エコポイント系）

クレジットのタイプ（経産省資料）

カーボンクレジット制度



認証申請の手引き Ver.2.1 

https://www.blueeconomy.jp/credit/



世界におけるBCクレジットの取引状況

Fries et al. (PLOS Clim. 2022)

世界におけるブルカーボン・クレジット
取引概要



2021年度Ｊ-ブルークレジット認証実績

多様な主体が連携した横浜港に
おける藻場づくり活動
◆吸収量 19.4t-CO2
◆多様な価値
食糧供給、水質浄化、種の保全
→年間1800万円相当の経済価値

J-POWER若松総合事務所の周辺護岸
に設置した石炭灰重量モルタルブロ
ック等による藻場造成プロジェクト
◆吸収量 15.6t-CO2
◆石炭灰と銅スラグを用いた藻場造成実験

兵庫運河の藻場・干潟と
生きもの生息場づくり
◆吸収量 1.1t-CO2
◆貯木場跡地に造成された
干潟での活動
◆主体 ： 兵庫漁協、
兵庫運河を美しくする会、
神戸市立浜山小学校、
兵庫・水辺ネットワーク

大島干潟からつながる
周南市ブルーカーボン
プロジェクトin徳山下松港
◆吸収量 44.3t-CO2
◆浚渫土を活用した人工干潟に、
アマモ場・コアマモ場が形成
◆主体 ： 大島干潟を育てる会、
山口県漁協、周南市

譲渡総量 64.5t-CO2

取引総額 約470万円
平均単価 約7万円／t-

CO2



◆譲渡総量：64.5 t-CO2

◆購入総額：4,696,641円

（税抜き）

◆平均単価：72,816円/t-CO2

（税抜き）

ＪブルークレジットⓇ

2021年度のＪブルークレジットⓇ

取引概要



人間は行動を変えられるのか
その障壁，起爆剤は？

ブルーカーボンの将来


